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ノクセラー NSについて (2)

前回に(No.301), スルフェンアミド系加硫促進剤の

ノクセラー NSを使用した天然ゴムコンパウンドの加硫

特性試験データ（ムーニースコーチ， レオメータ，加硫

物引張物性）を紹介した、今回は，ノクセラー NSを使

用した天然ゴムコンパウンドの混練加工安全性と熱安定

性についての実験データを紹介する，

〔実験例 1〕は混練加工安全性についての検討である，

表 1の配合と手順に従って， ラボフ゜ラストミルで混練配

合を行った場合の混練フ゜ロファイルを図 1に示す．ノク

セラー NSを使用した天然ゴムコンパウンドの混練加工

安全性は，ノクセラー CZを使用した天然ゴムコンパウ

ンドに比べて非常に優れていることがわかる．また，

〔実験例 2〕は未加硫コ｀ムコンパウンドの熱安定性につ

いての検討である，表 2の天然ゴム配合コンパウンド

（オープンロール， 40~70°Cで混練した未加硫コンパウ

ンド）に， 120°cで30分間（ギアーオーブン）熱履歴を与

え，その後ムーニービスコメータ及びレオメータで加硫

挙動の変化を調べた結果を表 3, 園2及び図 3に示す，

ノクセラー CZを配合したゴムコンパウンドは既にスコ

ーチを起こしているが，ノクセラー NSを配合したゴム

コンパウンドは，まだ十分な加工性を有しており，熱安

定性（スコーチ安定性）は良好であることが認められる．

〔実験例 1〕 混練加工安全性

評価方法：ラボフ゜ラストミル（東洋精機）による混練評価

表 1 配合と手順

混練加工試験機：ラポプラストミル（東洋情機）

バンパリー75cc型

ローター囮転数 70rpm

NR 100 

ステアリン酸 3 

酸化亜鉛
(A)で投入

三；: ノク t: ......... i (~)て投入
＾ μ,,o 
.__, .,. --.,. “ヽ

I 
・ヽ
・ヽ

、／

901/ 

-----

゜゚
ヽ

憾
頑
器
咄
～

2
 

（日
3

．翌
l)

(B) : 硫黄，加硫促進剤投入

{
器
咄
～

゜
5
 

10 1 5 20 25 

混練時間 (min)

図 1 混練プロファイル（ノクセラーNSの混練加工安全性）

ラポプラストミル試験機：バンバリー75cc型
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〔実験例 2〕 未加硫ゴムコンパウンドの熱安定性（スコーチ安全性）

評価方法：オープンロール(40~70°C)で混練した未加硫コンパウンド（表 2)に120°cで30分間（ギアーオーブン）熱

履歴を与えた後，ムーニービスコメータ及びレオメータ加硫試験機で評価

表 2 配合

混練方法：オープンロール， 40-70℃
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図 2 未加硫ゴムコンパウンド熱履歴後の最低ムーニー粘度(Vml
及ぴスコーチタイム(ts)

測定温度： 125℃ 
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未加硫ゴムコンパウンド熱履歴後のレオメータ加硫挙動

（モンサント ODR-100, 140℃) 
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